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Ⅰ．はじめに
文部科学省中央教育審議会は、「新たな未来
を築くための大学教育の質的転換に向けて～生
涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学
へ ～（答申）」1）を 2012 年 8 月に出しており、
学士課程教育における質的転換を求めている。
質的転換の背景として、我が国のグローバル化、
少子高齢化、人口構造の変化などがあり、今後
増々変化し続ける社会で学生が生き抜いていく
ためには、問題を解決し、解決の道筋を見出し
ていく力が必要であると述べられ、従来の知識
伝達・注入型の大学の学びの在り方を転換する
よう求めている。転換の内容については、「―
中略―従来のような知識の伝達・注入を中心と
した授業から、教員と学生が意思疎通を図りつ
つ、一緒になって切磋琢磨し、相互に刺激を与
えながら知的に成長する場を創り、学生が主体
的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学
修（アクティブ・ラーニング）への転換が必要
である。―中略―」2）とあり、今後の大学教育
では、学士課程の教育の質を向上させるためア
クティブ・ラーニング（以下、AL）を取り入
れた教育、研究、実践が必要であると教育の方
向性が示された。
しかし、小学校、中学校、高等学校において
AL の実践は多く報告されているが、大学にお
いて AL を取り入れた音楽教育についての研究
事例は積み上げ段階であり、音楽教育における
AL をより発展させていくためには、より一層
の事例研究が必要であると言えよう。特に AL
による音楽教育の授業実践のプロセスの可視化
や学生の様態の変化についての報告は多く見ら
れないため、実践のプロセスを示すことと実践
から得られた成果について報告することは必要
性が高いと言える。
次に、音楽教育における AL に関する先行
研究について触れる。先行研究の中で飯村ら
（2017）3）は、初等教員養成課程の講義の中で身
体表現活動を取り入れた音楽教育の実践を行
い、リアクションペーパーなどの活字をテキス
トマイニングの手法を取り入れ分析し、AL に
よる音楽教育の有用性について検証している。
また、西村（2016）4）は、小学校音楽科におけ
る AL の考え方について報告しており、子ども
の活動を課題解決・探究学習、問題解決学習
など 6 つに類型化し実践例の分析を通し AL の
有用性について述べている。井上（2017）5）は、
高等教育において学生を主体として音楽による
アウトリーチ活動を行い、AL と音楽のアウト
リーチ活動が能動的で主体的な学修形態であ
り、体験型学習をともなう教育活動等の共通点
があると報告している。これらの研究報告は、
高等教育及び初等教育における AL の実践例を
取り上げ指導案や学生の記述を分析しており、
AL の実践研究の動向を把握するための参考と
したい。また、宮本は（2017）6）は、音楽科授
業におけるALの研究の中でALの背景を捉え、
中学校及び高等学校において学習指導案の作成
後、実践を行いアンケートの記述を拾い上げ分
析しており、本研究でも活動のプロセスをまと
めるために参考としたい。また、寺井（2017）7）
は初等教育教員養成課程で学ぶ大学生に対して
大学の授業で身体表現を用い、「音楽を形づく
る要素」についてコンセプトマップを描きそれ
を分析し身体表現を取り入れた音楽実践の有用
性について報告している。
そこで、これまで述べた文部科学省中央教育
審議会の答申及び先行研究を基に、本研究では、
幼児教育における音楽教育の指導法に着目し AL
を取り入れた音楽実践について、実践プロセス
を示し、学生の変容についてアンケート調査の
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結果を分析しその有用性を報告したい。
Ⅱ．研究目的
文部科学省中央教育審議会（答申）（2012）の
中では、高等教育の教育の質的転換が求められ
ており、その中でも AL による授業改善の方向
性が明確に示された。そのことを基に高等教育
の音楽教育においてもその方向性を踏襲し、学
修者の能動的な学修への参加を取り入れた音楽
実践を行い、音楽実践の流れを示し、アンケー
ト調査の結果を考察することで音楽教育におけ
る AL を用いた音楽教育の指導法の在り方と学
生の変容について報告することを目的とする。
Ⅲ．研究方法
本研究では、AL について定義し、類型化し
た活動に沿って幼児及び保護者に向けて音楽会
を開催し、活動のプロセスを示した上でアン
ケート調査を実施し、結果を考察した上で活動
全体をまとめる。音楽活動の実践についてその
プロセスを明らかにし、アンケート調査の結果
を用いて成果と課題を見出す。アンケート調査
については、学生及び保護者に事前に許諾を得
て無記名で、2017 年 12 月２日（土）に実施し
ている。エクセルの分析については、単純集計
を用い、アンケートの記述箇所は表にまとめ考
察する。
Ⅳ．研究内容
１．ALの定義について
中央審議会（答申）用語集（2012）8）には、「教
員による一方向的な講義形式の教育とは異な
り、学修者の能動的な学修への参加を取り入れ
た教授・学習法の総称」とされている。そのた
め、AL を「学修者の能動的な学修への参加を
取り入れた教授・学習法」とする。
２．実践の概要について
日時：2017 年 12 月２日（土）
場所：浜松市内のコミュニティーセンター
対象：幼児、児童とその保護者計 19 名
実践者：音楽サークル所属の学生 15 名
内容：音楽会の開催
準備期間：2017 年７月から 2017 年 12 月２日
３．音楽教育におけるALの実践プロセスの可
視化について
AL の音楽活動の分類については、西村
（2016）9）が中央審議会（答申）（2012）、中央審
議会「学士課程教育の構築に向けて（審議のま
とめ）」（2008）、小学校学習指導要領を参考に６
つに類型化（事前学習、課題解決・探求学習、
問題解決学習、児童参加型学習、協調・協同学
習、言語活動の充実を図る学習）したものがあ
るため、参考にし、文言を（事前学修、課題解
決・探求学修、問題解決学修、参加者参加型学
修、協調・協同学修、プレゼンテーション学修）
と若干修正し下記に示す活動のプロセスの表に
活用する。
また、音楽教育における AL の活動は、事前
準備から活動の実践、事後のまとめまで一連の
流れの中で総合的に体験し学び取るものである
が、しばしば演奏を伴うことがあり、その演奏
や活動の状況は活字に残り難い。しかし、活動
のプロセスを文字化することは可能であり、次
の活動を行う際貴重な情報となるため記録する
必要があろう。そのため、本実践で行った音楽
教育実践を時系列で示し、前述した６つの AL
の活動に分類し表で示す。
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表 1 は、実践プロセスと AL の類型化につい
てまとめたものである。2017 年の７月から実
践の内容を時系列で列挙し、それぞれの内容を、
６種類に類型化した分類を基に当てはめ整理し
た。学生は、AL による音楽の実践の学びの中
で、事前学修から始まり、楽曲や演出について
調べ、演出の方法をインターネットを通じて調
べるなどして問題解決型の学修に取り組んだ。
また、演奏会の参加者が幼児から保護者までと
年齢層が広いため、子どもから大人まで楽しめ
る演奏会の在り方とはどのようなものか、とい
う課題が出てきたため、幼児に人気の曲をイン
ターネットで調べ、演奏会の時期が 12 月とい
う季節を考慮しクリスマスにちなんだ楽曲を調
べる等演奏会の聴き手を意識した選曲の在り方
を探り、課題解決・探究学修として学んでいっ
た。また、夏季休暇中は、サークル活動を行わ
ないため、携帯電話のアプリケーションなどを
利用して連絡調整や意見交換を行い、個人練習
の期間として課題解決・探究学修、協調・協同
学修を行った。また、10 月に入ると本格的に
曲の練習に取り組み、斉唱、合唱の演奏形態を
決め、パート練習などを組み込みながら協調・
協同学修を行った。また、11 月に入ると、今
年　月 学修内容 ALの類型
〇音楽サークルが主体となり音楽会開催することが決定する。 事前学修
〇参加者、開催日時、開催場所が決まる。 事前学修
〇週一回の音楽サークルの時間に音楽会の趣旨を部長を通し
て部員に伝える。 事前学修
〇選曲や演出等について各自で意見を出し合う。
〇構成や演出の課題について話し合い解決する。 問題解決学修
〇クリスマスの時期を想定し、インターネットなどICTを利活用し
て話合い曲目や構成について学修し、最終的にクリスマスソング
を歌選曲することが決まる。
〇音域、斉唱、合唱、楽器を入れるか否かなどについて議論す
る。
課題解決・探究学修
〇「Jingle Bells」「we wish you a Merry Christmas」「ひいらぎ」の
楽譜の配布と練習を行う。
〇パート練習を取り入れ効率的に音取りを行う。
協調・協同学修
〇歌だけでは音楽会が退屈になるため、その他の演出が必要
であるとの意見が出される。
〇歌の曲想に合わせて動きを付けることとなる。
問題解決学修
〇演奏会は幼児から保護者までが参加するため、選曲は子ども
から大人まで親しめる曲を選ぶことになる。
〇幼児が今知っている人気の曲や演奏会の時期に応じた曲や
歌詞について話し合う。
問題解決学修
2017年
8月9月
〇子どもに退屈させない演出、選曲を各自で考え携帯アプリの
連絡ツールを通じて意見交換することが夏休みの課題となる。
〇各自でこれまでの学修を振り返り夏季休暇後の練習を行うま
で、個人練習を行う。
課題解決・探究学修/
協調・協同学修
2017年10月 〇10月に入り、クリスマスソングの練習を再開する。 協調・協同学修
〇指導計画書の作成を行う。 課題解決・探究学修
〇歌以外の演出は、幼児向けに「はらぺこあおむし」のお話し、
手遊び、大型絵本の朗読会をすることが来まる。
〇絵本を読むスピードや抑揚の付け方など担当者同士で確認し
合い練習を行う。
課題解決・探究学修
〇鈴のプレゼントを手作りし、それを演奏の中で参加者と一緒に
鳴らしてリズム遊びをすることが決まる。 課題解決・探究学修
〇手作りのプレゼントの材料を買いに行き、練習後全員で作成
する。 協調・協同学修
〇指導計画書の検討会を開き、意見を再度まとめ修正する。 問題解決学修
〇指導計画書を全員にデータで渡し、各自が当日の演奏の流れ
や動きを一通り頭に入れる。 課題解決・探究学修
〇リハーサルを開きプレゼンテーションする。 プレゼンテーション学修
〇発表当日、音楽会を開催する。 参加者参加型学修
2018年2月
（予定） 〇実践のプレゼンテーションを行う。 プレゼンテーション学修
2017年7月
2017年11月
2017年12月
 　　 　　　　　　　　 表１　AL による実践プロセスと類型化
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まで漠然と話し合いで決めたことを指導計画書
に書いて内容を具体化していき、代表者が意見
を取りまとめ計画書の修正を重ね、演奏会の構
成に「はらぺこあおむし」の大型絵本を朗読す
ることを加えることとなった。11 月の時点で
指導計画書を作成し、演奏会の概要はかたまっ
ていたが、メンバー間でより良い演奏会を作り
上げるため意見を出し合い、さらなる検討を重
ねた結果、12 月に入ると手作りの鈴をプレゼ
ントで作製し、「Jingle Bells」の曲で参加者と
共に演奏するというアイデアが生まれた。また、
12 月に入るとリハーサルをしてプレゼンテー
ション学修を深め、12 月２日（土）では、来
場者が演奏を聴き、鈴を鳴らして一緒に演奏に
参加できるような工夫を施し参加者参加型の学
修を実践した。
このような概要で AL による実践が行われ、
AL の類型化について目を向けると、それぞれ
の学修が入り混じりながら表れていた。今回の
実践では、指導計画書の作成を学びの後半に
行ったが、もう少し早い段階で作成し、音楽の
練習や演出がかたまって来た段階で再度、指導
計画書の検討会を設けて計画書の仕上げを行う
必要があったと考える。何故なら、学生の記述
の中身の「計画書はもう少し早い段階で作成す
べきであった」という意見があったこと、活動
に対する見通しが早い段階でつきやすくなるか
らである。
４．指導計画書（略案）の提示と考察
表２は、演奏会開催に向けて選曲、演出等を
話し合いの上で決定した後に作成した。今回の
実践は、全員１年次生が行い、大学の授業カリ
キュラムでは実習指導など指導案を作成する授
業が本格的に行われていない時期であった。そ
のため、指導案ではなくあえて指導計画書とし
て明記し、今後の実習などで書くことになる指
導案に近い書式を準備し作成してもらった。活
動を行うにあたり、まず計画書を作成すること
から始めるということに慣れていない学生も多
くいたため、そのことを勘案し、音楽会に参加
する参加者や選曲、演出など自由に話合う場を
設け、演奏の練習を行った段階で作成に移った。
実践は、15 名で行い各自が司会や伴奏、手遊
び、絵本の朗読など何かしらの役を担ってい
る。実践の構成は、７曲の歌唱と「はらぺこあ
おむし」の大型絵本の朗読、サンタの登場や鈴
を鳴らしリズム遊びの演出を加え、最後にクリ
スマスティーパーティーを開催するという流れ
である。指導計画書について振り返ると、計画
書を作成することで演奏や演出に変化が見られ
た。当初は「Jingle Bells」を日本語の歌詞の 1
番から歌う予定であったが、計画書を作成する
中で「歌い出しと共に右から揺らし出すと見て
いる人が楽しいのではないか」「子どもたちと
鈴を鳴らしながらリトミックの要素を取り入れ
て表現するのはどうか」などのアイデアが生ま
れ、本番は計画書にある通りの演出で実践が行
われていた。計画書の作成については、実践の
流れを活字に起こすことで全体像を何度も頭の
中で構成できたり、活動と活動の間をスムーズ
に繋げるための工夫を考えたりできるという利
点があるため、活字にして活動を可視化するこ
とは重要であることが再認識された。特に実践
の経験が浅い学生にとっては、計画書を作成す
ることで活動に見通しが持て、基本的な流れを
基に活動を組み立てていくことができるため、
重要な指導と言えよう。学生のアンケートでも
「計画書の作成を行ったからこそ流れを把握で
きた」などの意見もあり、その必要性について
十分な理解と体感から得たものがあったと言え
る。
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  　表２　指導計画書（略案）                  表 2 指導計画書（略案） 
１．主題 
 〇音楽でつなごう友達の輪 
２．参加者の実態 
 〇幼稚園・保育園児・小学校低学年及びその保護者 
３．ねらい 
 〇様々な曲を知り、音楽活動の楽しさを味わい、表現の喜びを感じる。 
 〇友達と一緒にリズム打ち、身体表現をすることで音楽を楽しむ。 
４．内容 
 〇浜松市内の地域コミュニティーセンターにおいて地域の保育園・幼稚園・小学校に通う幼児及び保護者を
対象に音楽会を学生が企画立案し実施する。 
 
５．担当者及び役割 
氏名 役割 
A、B 楽器の配布 
C、D 伴奏  
E、F はらぺこあおむしの朗読 
G、H 司会 
I サンタクロース 
J トナカイ 
K、B 手遊び① 
L、M、N、Ｏ 手遊び② 指揮 
 
６．指導計画 
配時 活動内容 演奏上の留意点及び子どもへの配慮点 担当者 
 
1 
 
 
 
 
 
５分 
 
 
 
 
 
 
5 分 
 
（演奏会前） 
〇マットの上に座り演奏
会の始まりを待ってい
る。 
 
 
〇司会者のお話を聞く。 
 
 
〇登場する学生を見る。 
 
〇曲紹介を聞く。 
 
〇「小さな世界」を聴く。 
〇歌える子は一緒に歌
（演奏会前） 
〇来場者はマットの上に座ってもらう。乳幼児
は保護者の膝の上に座ってもらう。 
〇子どもに姿を見せないようドアの前で待機
する。 
〇子どもたちに声掛けをしマットに誘導する。 
〇司会者は学生を呼び入れる 
「せーの」の掛け声と共に「お兄さん、お姉さ
ん」という 
〇ドアの前から学生が登場する。 
 
〇「小さな世界」の曲について来場者に話す。 
 
〇「小さな世界」を歌う 
歌がわかる子は一緒に歌ってもらう。 
 
 
担当（L・H・G ） 
 
 
 
担当（L・H・G ） 
 
 
担当（全員） 
 
担当（H・G ） 
 
演奏（全員） 
伴奏（C ） 
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10 分 
 
 
 
5 分 
 
 
 
5 分 
 
 
 
5 分 
 
 
 
 
10 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 分 
 
う。 
 
 
〇 「 A Whole New 
World」を聴く。 
 
 
〇青虫キャベツの手遊び
をする。 
 
 
〇手遊び後、司会があお
むしの話をする。 
 
 
〇「はらぺこあおむし」
の大型絵本の朗読を聞
く。 
 
 
〇司会者の話を聞く。 
〇プレゼントをもらう。 
 
 
〇「サンタになっちゃっ
た」の手遊びを行う。 
〇手遊びの説明を聞く。 
 
 
 
 
〇サンタの姿を見る。 
 
〇「サンタさーん」と言
う。 
 
 
 
 
〇 「 We wish you a 
Merry Chiristmas」を聴
〇4 番になったら右から揺れ始めリズムを取
りながら笑顔で演奏する。 
 
〇「A Whole New World」を演奏する。 
〇目線を子どもに向けて笑顔で演奏する。 
〇演奏終了後学生は退場する。 
 
〇歌の終了後、「みんな楽しかったね」の呼び
かけを行い、あおむしキャベツの手遊びを行
う。 
 
〇声かけで「一緒にやってみる」と子どもに問
いかけ、手遊びの活動にスムーズに移行できる
よう促す。 
 
〇子どもの目線に合わせて椅子を用意し「はら
ぺこあおむし」の大型絵本を読む。 
〇1 ページずつ交互にめくり、子どもの目線に
合わせ低めの台にのせて絵本読みを行う。 
 
〇司会者が「ここでプレゼントがあるよと子ど
もに伝える。 
〇プレゼントを配る。 
 
〇「サンタになっちゃった」の手遊びを行う。 
〇一人ずつ学生を読んで入場する。  
・1 回目お手本 
・2 回目練習（子ども） 
・3 回目本番 
・学生 4 人は子どもにまざって手遊びを行う。 
 
〇サンタが来場者に姿を見せる。 
〇司会者はサンタが見えて子どもにサンタさ
んを呼ぶことを促す。 
〇ちらっと姿をみせ、子どもに「サンンタさん」
と呼んでもらう 
〇サンタは子どもの前に出て他の学生を呼ぶ。 
〇学生はアクセサリーと鈴をつけて子どもの
前に出る。 
〇学生は右の手の付け根に鈴をつける。 
〇「We wish～」の歌い出しとともに鈴を鳴
 
 
 
演奏（全員） 
伴奏（Ｄ） 
指揮（Ｏ） 
 
担当（B・K） 
 
 
 
担当（A・H） 
 
 
 
担当（E・F） 
 
 
 
 
担当（A・L・M・N） 
 
 
 
担当（L・M・N） 
 
 
 
 
 
 
担当（I・J） 
担当（D・H） 
 
 
 
 
 
 
演奏（全員） 
伴奏（D） 
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5分 
 
 
 
 
 
4分 
 
 
3分 
 
 
 
 
3分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く。 
〇学生から鈴をもらい一
緒に鈴を鳴らす。 
 
〇「ひいらぎ飾ろう」を
聴く。 
 
〇司会者から感想を求め
られ答える。 
 
〇「Amazing Grace」を
聴く。 
 
〇「Beileve」を聴く。 
 
 
〇司会者の話を聞く。 
 
〇「Jingle Bells」を聴く。 
〇鈴を鳴らしながらリズ
ムをとって演奏に参加す
る。 
 
〇司会者が Tea Partyに
つなぐ。 
 
 
 
らし出す。 
〇歌い出しとともに右から体を揺らし始め演
奏する。2 番斉唱鈴を鳴らしながら歌唱する。
「ハープ」の歌詞を「サンタ」に変更して歌う。 
〇「ひいらぎ飾ろう」を演奏する。 
〇斉唱で演奏する。 
 
〇「ひいらぎ飾ろう」の歌唱後、司会者が子ど
もに感想を聞く。 
 
〇「Amazing Grace」を演奏する。 
 
 
〇「Believe」を合唱で演奏する。 
 
 
〇司会者がクリスマスについて子どもにお話
をする。 
〇「Jingle Bells」を演奏する。 
〇歌の冒頭から右から揺れる。斉唱で歌い、最
後を繰返す。鈴を鳴らしながら演奏する。 
 
 
〇2～3人で子どもを連れていく。BGMの曲を
弾く。 
 
演奏（全員） 
伴奏（C） 
 
 
 
 
担当（H・G） 
 
 
演奏（全員） 
伴奏（C） 
 
演奏（全員） 
伴奏（D） 
 
担当（H・D） 
 
演奏（全員） 
伴奏（D） 
 
 
 
担当（H・G） 
 
 
５．ナレーション原稿の提示と考察
表３は、司会者役の学生が実践の流れを把握
するために作成したものである。前日のリハー
サルまで演目全体について細かな修正を入れな
がら最終版に仕上げていった。仕上げていく過
程で曲順の変更や演目の構成について仲間と意
見を出し合い全体の意見としてとりまとめて記
されていた。このナレーション原稿は、司会者
が全体の流れを把握し司会進行を行う上で重要
なガイドとなっており、本番の緊張する場面で
全ての流れを記憶して進行することは難しいた
め、話す言葉と演目の流れを記したこの原稿に
目を通しながら心に余裕を持ち実践に臨むこと
ができたという利点が見られた。原稿は、発話
者と発話の内容、登場人物と曲目が簡単に記さ
れ要点を抑えて作成されている。今回の演奏会
は、乳幼児から小学生低学年を対象としたため、
ナレーション原稿は、平易な言葉遣いで書かれ、
場面の移り変わりや活動の流れが途切れないよ
うな配慮が見られ工夫がなされていた。
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    表３　ナレーション原稿 表 3 ナレーション原稿 
 
た：こんにちは 
同：こんにちは 
え：私たちは、聖隷クリストファー大学から、みんなとクリスマス会をするために、やってきました。 
ま：今日は僕たちと一緒に、楽しみましょう！ 
  まずはじめに、「小さな世界」と「ホールニューワールド」を歌います。 
え：歌が分かる人は、是非いっしょにうたってね！（演奏開始－演奏終了） 
え：たのしかったね。 
ま：そういえば昨日、あおむしをみたよ！ 
え：え！あおむしって、冬はいないんじゃないの？ 
ま：そうなんだけど、葉っぱをたくさん食べてたんだ！ 
  きっとあおむしさんは、腹ペコだったんだね！ 
え：あ！こんなところに、おなかをすかしたあおむしがいるぞ～！（はらぺこあおむしの絵本の朗読） 
ま：腹ペコあおむし、おもしろかったね！ 
え：そうだね 
  それではここで、学生からみなさんへ、クリスマスのプレゼントがあります 
（みんなもらったかな？←確認） 
ま：とってもたのしかったね 
  ここで、お兄さんたちが、鈴を使って演奏をしてくれるよ（ジングルベル演奏―演奏終了） 
ま：とっても楽しかったね 
サンタさんとトナカイ 
  あれ！今、だれかいたかな？ 
え：赤い服を着た男の人と、角の生えた動物みたいだったね 
  みんなは誰だか分かった？ 
〈サンタさん〉 
ま：え、ほんとに？それじゃあみんなで呼んでみようよ 
  せーのでサンタさーんと大きな声で呼んでみよう！ 
  いくよ、せーの 
（呼んで出てこなかったら「え：もう一度もっと大きな声で！せーの」、） 
サンタさんとトナカイ登場 
え：わー！みんなが言ったとおり、サンタさんと、トナカイさんだ！ 
片がインタビューする 
サンタ：みんなの楽しそうな鈴の音が聞こえてきたから、来ちゃったんだ 
    サンタさんもみんなと一緒に歌を歌いたいな 
    今日はサンタさんのお友達をたくさん連れてきてるから、呼んでみるね 
    おーい！出ておいでー！ 
学生サンタの帽子で出てくる 
ま：それでは、サンタさんとサンタさんのお友達で、みんなのために歌を歌います。 
  みんなの持ってる鈴をならしてね！ 
え：今から、「We Wish You A Merry Christmas」と「ひいらぎ」を歌います 
歌が分かる人は、是非一緒に歌ってね 
歌う 
え：今から歌うのは、「アメージンググレイス」と「ビリーブ」と言う歌です。 
  アメージンググレイスは、賛美歌と言って、神様に感謝する歌です。 
  なので、鈴は一旦床に置いてください 
歌う 
え：実は、今から歌う歌が最後の歌になります。最後なので、みんなで楽しく歌いましょう。 
歌う 
ま：みんな今日はたのしかった？ 
  お兄さんたちも、すっごく楽しかったよ！ 
え：それでは今から、みんなのお待ちかねの、ティータイムにしようと思います 
ティータイム（手遊び・クイズ） 
え：今日は、みんなと一緒に遊べて、とってもたのしかった！ 
ま：今日はもうこれで終わりだけど、また一緒にうたおうね！ 
  出口のところにサンタさんがいるから、みんなひとつずつプレゼントを受け取ってね 
同：それじゃあみんな、バイバ～イ！ 
―　40　―
聖隷クリストファー大学社会福祉学部紀要　No. 16 （2018）
―　41　―
6．アンケート調査の結果及び考察
演奏会の実践後、学生と音楽会に参加した保
護者を対象に無記名のアンケート調査を実施し
た。対象は、学生 15 名、保護者８名であり回
収率 100％である。今回は、エクセルの単純集計
と記述を用い考察し実践の成果と課題を示す。
①学生対象のアンケート調査結果について
図１は、「今回の実践を行い達成感や満足感
はありましたか」の質問項目の結果であり、と
てもあった 12 名、ややあった３名、あまりな
かった０名、なかった０名であった。とてもあっ
た 12 名、ややあった３名を合わせると 15 名と
なり、達成感や満足感を得たと回答した者が
100％の割合でいた。
図２ は、「またこのような実践を行ってみた
いですか」の質問項目の結果であり、是非やっ
てみたい８名、やってみたい６名、あまりやり
たくない１名、やりたくない０名であった。是
非やってみたい８名、やってみたい６名を合わ
せると 14 名となり、次回も音楽実践を行いた
いと回答した者が 93％の割合でいた。
図 3 は、「今回の実践は自身の指導力育成に
繋がると感じましたか」の質問項目に対し、と
ても感じる 11 名、やや感じる３名、あまり感
じない１名、感じない０名であった。とても感
じる 11 名とやや感じる３名を合わせると 14 名
となり、実践が指導力の育成に繋がると捉える
者が 93％の割合でいた。
図４ は、「実践を行う上で指導計画書の作成
をすることは必要ですか」の質問項目に対し、
とても必要９名、やや必要６名、あまり必要で
はない０名、必要ではない０名であった。とて
も必要９名、やや必要６名を合わせると 15 名
となり、活動を実践する上で事前に指導計画書
を作成することが必要と回答した者が 100％の
割合でいた。
　  図 1　実践に対する達成感満足感についての結果
　   図 3　実践と指導力育成の関連についての結果
　  図４　指導計画書の必要性についての結果
　　図 2　次回の実践に対する意欲についての結果 
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 表４　実践実施後の学生に対するアンケートの記述について
音楽の実践を行う上で活動の計画書を作成
することは必要ですか。必要であればその
理由を記述して下さい。
音楽活動の計画書を振り返
り、次回改善してみたいとこ
ろはどこですか。
幼児を対象とした音楽活動の経験を経て気づ
いたことについて自由に記述して下さい。 音楽活動全体を通しての感想を自由に記述して下さい。
今回計画書があったからこそ、全体の流れが把
握できたと感じた。しかし、計画書は早目に全体
に提示する必要があると感じた。
より迅速に計画書を作り、全員
で全体の流れを把握し、余裕を
持って本番に臨みたい。
私は、幼児と普段関わる経験があまりなかった。その
ため、始めは、どのようにしたら、幼児が喜んでくれる
のか、見当が付かなかった。しかし、周りの意見を聞
き、自然と、自分の意見を持てるようになった。このよ
うな活動を行う際、自分たちの視点ではなく、活動を
受ける側、つまり、相手の視点に立ち、計画をしてい
くことが大切であると気づいた。幼児に接する際も、
私は、そのように相手の視点に立ち、接することが出
今回の実践では、学ぶことが多くあった。皆で計画し、練習や議論をし、
最後まで成し遂げる難しさや幼児に対し、声の質、話すスピード、声の
高低であったり、対応の仕方も考えさせられる場となった。私は、このよ
うな機会を与えられとても良かったと感じている。
子ども達の反応は、その場でしか分からないが、
先を予想して流れを作ることがとても大切だと
思った。みんなで共通認識を持ち活動を行うこと
が大切だと思った。
より迅速に計画書を作成し、全
員で全体の流れを把握し、余
裕をもって本番に臨みたい。
子どもたちの反応は、思っていることをそのまま素直
に出してくれる。その反応によって自分たちの活動が
良くなって行くのだと気づいた。
初めて子どもたちの前で自分たちが考えたことを自分たちが実践してと
ても良い経験になった。当日は、子どもたちの反応を見ながら演目やお
話しを進行していくことが、将来保育士を目指す者として非常に大切なこ
とだと思った。なかなか出来ない体験をさせていただけた。
計画書を作成すれば活動がよりスムーズになる
から、みんなで活動内容を確認し合うことができ
るため必要である。
もっと子どもたちが一緒に歌っ
たり、体を動かしたrできるよう
に曲を考えて行きたいと思っ
た。
私たちが楽しそうに歌うことで、子どもたちも楽しそう
に身体を動かし、笑顔になってくれた。そのことから、
音楽の楽しさを伝えるためには、まずは自分たちか
ら楽しまなければならないと思った。
子どもたちが楽しめるような音楽レクリエーションができて良かった。歌
う時には笑顔を絶やさず、子どもたちの方を見ながら歌うことが大切だと
思った。
計画書が無ければ当日絶対あたふたしてしまう。
大方計画書が頭に入っていれば、その通りに動
けなくても流れはわかっているのでアドリブが通
用する。そのためにも活動を計画しておくことが
大切である。
より音楽の楽しさを子どもたち
に伝えられるようにするには、
どうしたら良いのか工夫できる
ようにしたい。
子どもは、私たちを見てないようでよく見ていて、聴い
てないようで聴いていた。演奏会が終わった後〇〇
お兄さんが上手だったとか、〇〇お姉さんの歌い方
が良かったなどしっかり聴いていて予想外で本当に
驚いた。
初めて私たちの力で計画をして歌の練習をしたので大変でしたが、発表
はあっという間に終わってしまった。歌の練習が不十分でも、手遊びが
ぎこちなくても、私たち保育者を目指す者が楽しんで実践しないと子ども
達が楽しめないと思った。過程は子どもは知らないのだから、音楽の発
表が上手く行けば良い。つまり結果が全てと思う。
誰がどのようなことをするのかを、全員が確認し
ていないと、混乱してしまうため必要である。
できるだけ歌詞を暗譜して、子
どもの顔を見ながら歌うこと、
歌詞を書いた紙などを配布して
子どもと一緒に歌って共に楽し
むなどを行いたい。
子どもは知っている曲だと、一緒に踊ったり、歌ったり
してくれるが、知らない曲だと「ボーッ」としてしまうこと
が多いと感じた。
　今回、初めて音楽実践を行ったが、とても大変だった。最終的には上
手くいったと思うが、個人的には、まだまだ完成度が低く「練習をもっとし
た方が良かった」と思った。本番で、子ども達が楽しんでいたので、全体
的には成功だったと思う。
行動に見通しを持たせることは、活動をしていく
上で非常に大切だと思うので、計画書を作成する
ことは必要だと思う。しかし、計画書ばかりにしば
られるのは良くない部分もある。
もう少し、一つ一つの演目の完
成度を高められるようにした
い。
子どもたちは、私たちが楽しそうにしていると、とても
嬉しそうに笑ってくれたり、歌ってくれたりするのだと
改めて感じた。子どもたちと関わると、私たちが逆に
学ぶことがとても多いのだと感じることができた。
子どもたちと関わることが出来て、とても楽しく充実した時間を過ごすこ
とが出来たと思う。音楽サークルの友達とも一生懸命準備し、本番にも
しっかりと取り組むことが出来た。子どもたちと関わる機会を作ることが
できとても勉強になったことが多くあった。何をすれば子どもが楽しんで
くれるか、何をすれば喜んでくれるかを考えながら行動することがこれか
らのための勉強に役立ったと思う。
計画を立てたから、どのような曲を練習し、準備
物はなにを用意すれば良いのかなど見通しがつ
くため必要だと思う。しかし、後から「こうした
い！」というものが出来た時は、また一から計画
を立て直すことは大変だと思った。
もっと早くいろいろ準備をしてお
くべきだと思う。サークルの人
の集まりも悪くなかなか前に進
まなかったこともある。全体計
画と共に日々の練習の計画も
立てないといけないと思った。
知っている歌を歌うと、一緒になって歌ったりしてくれ
たこと。あまり曲が長いと飽きてしまうこと。知らない
曲でも、真剣に聴いてくれること。楽器を使うとノリノリ
で演奏してくれること。
子ども達や保育者の方を前に、歌を歌ったり、手遊びをしたりしたことが
なかったので、とても良い経験になった。演奏会後のクリスマスパー
ティーの時に子ども達とたくさんお話しすることができたり、保護者の方
にもお子さんのことを尋ねたりすることができ、貴重な体験をすることが
できた。一緒に手遊びしたり、鈴の楽器でリズム打ちをしたりできてとて
も楽しかった。
音楽の練習を計画的にやっていくために必要に
なる。日程やその日の練習の目的を練習の始ま
りの段階にやるべき。
もう少し前からしっかり計画し、
本番前に余裕を持っておいた
方が良いと思った。子ども達が
知っている曲をもう少し、考えた
選曲をすればもっと良かったか
なと思った。
自分たちが楽しく歌っている様子は、子どもに鏡のよ
うに伝わる。今回の活動を通して幼児への音楽活動
は、「曲が綺麗」「英語が格好良い」などの視点だけ
ではなく、まずは子どもがメロディーを知っていて楽し
くなる曲が一番だと感じた。
子どもたちが一緒に歌ったり、体を揺らしたり、鈴を鳴らしたりしてくれ楽
しんでくれていたようでとても嬉しかった。演目・曲目については幼児向
けの歌があった方が良かった気がする。しかし、ティーパーティーで子ど
もと触れ合える機会があって良かった。
実践を行う際、活動計画が一通り完全に頭に
入っている必要がある。臨機応変に行動すること
は、一通り計画書が完全に頭の中に入っている
ことが大前提だと思う。
日々の練習活動計画書を立て
ること。
今回の演奏会の経験を経て、もっと幼児にも分かる
ような歌を準備しておけば良かったと感じた。リズミカ
ルな曲などは最適だと思った。
子どもたちの気持ちを盛り上げるのは、大変だった。私が楽しそうにして
いるだけでは子どもの気をひけず、工夫が必要だと思った。また、堂々
とした態度で子どもの前に立つことが大切だと思った。
計画書を作ることでスムーズに活動ができるので
はないかと思う。しかし、計画書を作る際、一人
の人への負担が大きくなると感じる。
もう少し計画書に沿った通し練
習が必要だった。
0歳児も参加してくれていたけど、しっかり歌を聴いて
くれていて、「じーっと」私たちが歌っている姿を見て
いたことに気付いた。また、自分たちの演奏で子ども
たちが喜んでくれることが本当に嬉しかったし楽しめ
た。音楽が人と人との距離を近づけてくれることに気
付けた。
たくさんの準備と時間をかけて作り上げたもので子ども達が喜ぶ姿を見
ることが出来、とても良かった。この活動をすることによって自分自身の
自信に繋がり、将来に生かすことができると思った。また、新しい出会い
があり、自分にとってとても良い経験となった。少し緊張したけれど活動
を楽しむことができた。
計画書があることで、次にどのような行動を取れ
ば良いのかが分かるので、スムーズに活動がで
きると思う。スムーズに活動ができると、もっと活
動を良くするために何をしようかと、考える時間が
でき、より良い活動に発展していくと思う。
もっと子どもが知っている曲を
歌った方が良いと思った。子ど
もには少し歌が長くて飽きてし
まうかもしれない。
一緒に手遊びをやると、一気に子どもたちとの距離
が縮まったように感じた。手作りのプレゼントを私が
思っていた以上に喜んでくれた。
最初は、上手くいくか、子どもたちに楽しんでもらえるかという不安が
あったが、準備を進めるうちに、当日を迎えるのが楽しみになって行っ
た。当日は、緊張したが、子ども達が一緒に手遊びをやってくれたり、笑
顔を見せてくれたので、今回この活動ができて本当に良かったと思っ
た。今回の活動で良かった点や改善点を次回の活動に生かして行きた
活動の計画書は絶対に必要だと思った。計画書
を仕上げる前は、全体像が見えてなくてただやみ
くもに練習をしていたように思う。計画を立て、細
かなところまで見えてくると活動の流れもスムー
ズになるし、焦らず演奏に集中できる。
準備をする機関が短く、前日や
当日もやることが多く、バタバタ
してしまった。だから、次回は、
もっと早くから準備を始め、余
裕をもって当日演奏をしたい。
子どもがこんなに素直に反応するとは思ってもみな
かった。楽しい時は全身で喜びを表現し、曲や演出
がつまらないと動き回る。自分たちが歌える、演奏で
きる、そういう選曲ではなく集まるこどもに合ったもの
を準備して行きたい。
音楽サークルのメンバーとの絆が深まり、子どもたちと触れ合う機会が
あり貴重な経験だった。演奏はとても緊張したけれど、演奏会当日は、
子どもが楽しんでくれている姿を見られたのでうれしかった。
活動計画書を作り出すと、決まっていること、でき
ていないこと、全体の流れや自分の立ち位置を
把握できるため、必要だと思う。
「のりでいけるでしょう」という甘
い考えは、通じないことを痛感
した。曲目や演目や手遊びなど
の事前準備をしてから本番に
向かいたい。
子どもはとてもかわいかったし、触れ合えてとても良
い経験だった。しかし、子どもは予想もつかない行動
することが分かった。そして、感受性が強く、「好き」
「嫌い」がはっきりしていた。演奏の質や演目のつな
ぎまで細かいところを改善していきたい。子どもに
合った曲やリズム打ち、楽器を入れるなどして飽きな
い工夫が必要だと気づけた。
夏休み前から練習をしたり、長い時間をかけて自分たちで作り上げてい
くことが出来た。演奏会では、始めは緊張したけど、子どもが喜んで歌っ
たりしてくれたので後半は楽しめた。プレゼントとして作った鈴を子ども
が嬉しそうにならしてくれたことが嬉しかった。演奏会後のティーパー
ティーでは、子どもと遊んだり保護者の方とお話ができて勉強になった。
計画書がないと、その場しのぎのグダグダな演奏
になってしまう。経験が豊富な人はできるかもし
れないが、自分たち学生は、しっかりと計画を立
てて取り組んだ方が良い演奏会が行えるので、
計画書を書いて見通しを持った方が良いと思う。
練習した成果は、本番になる
と、焦ったり緊張したりでなかな
か出すことが難しかった。計画
は変わることがあることが分
かったので流れのポイントだけ
は覚えて活動したい。
自分が歌いたい曲や読みたい絵本があっても、聴い
ている子どもの視点に立っておかないと、本番の演
奏で失敗すると感じた。
練習をしている時は、なかなか先に進まないこともあったりで大変だっ
た。でも、本番が近づくとみんな意見を出したり、準備のスピードが上が
り盛り上がって行った。本番では、子どもがこんなに素直な反応をしてく
るんだと気づけた。自分たちのことばかり考えていたけど、子どもが喜
ぶ曲とか、振り付けとか次は考えて用意したい。
いざ子どもを目の前にすると、頭が真っ白になっ
て話す言葉が出てこない場面があった。流れを
全員で把握するという意味でも計画書は絶対必
要だと思った。
計画書を書いて流れをつかん
でいたつもりでしたが、細かい
ことやあやふやな個所をあいま
いなままにしてしまっていた。人
に流れを伝えられるくらい各自
で頭に叩き込んでいきたい。
自分の演奏で一杯一杯になってしまっていたので、
あまりじっくり子どもを観察しながら演奏はできなかっ
たが、ボディーパーカッションやリズム打ちなどを取り
入れて子どもも参加して楽しめるような演奏会のプロ
グラムを考えないといけないと感じた。
みんなで話し合って曲を決定したり、計画書を作ったりして流れを作っ
た。子どもの反応はその場でないと分からないことがあり、すぐに対応
する力がいると感じた。でも、計画があるから子どもやその場に合わせ
て動けるのだと思った。大変なこともあるけど、保育に生かせる良い経
験が出来た。次は、自分たちのことだけじゃなくて子どものことをイメー
ジして動いていきたい。
表4　実践実施後の学生に対するアンケートの記述について
―　42　―
聖隷クリストファー大学社会福祉学部紀要　No. 16 （2018）
―　43　―
表４は、実践実施後学生に対してアンケート
調査を行い、指導計画書作成の必要性、指導計
画書を振り返った上での改善点、幼児を対象と
した音楽活動の経験から得た気づき、音楽活動
全体を通しての感想について自由記述してもら
い、まとめたものである。記述の箇所に一重線
を引いており、質問に対する要点を表した。「音
楽の実践を行う上で活動の計画書を作成するこ
とは必要ですか。必要であればその理由を記述
して下さい」の自由記述では、「指導計画書を
作成することで活動全体がスムーズに行える」
「活動の全体像を把握していなければ目の前の
子どもに臨機応変に対応できない」「グループ
で活動を行うからこそ共通認識が必要である」
等の意見があり、指導計画書の作成が必要であ
ると捉えている記述が散見された。一方、「指
導計画書にしばられるのはよくない」「計画通
りにいかない場合はまた計画書を作り直さない
といけない」等の意見があった。また、「音楽
活動の計画書を振り返り、次回改善してみたい
ところはどこですか」の自由記述では、「流れ
をもっと把握して実践したい」「子どもが知っ
ている曲目を選曲したい」「実践する場合は流
れのポイントを頭に入れて臨みたい」などの意
見があり、いざ実践となると流れのポイントを
抑えることの大切さや子どもに応じた選曲の必
要性などを学び取っていた。また、「幼児を対
象とした音楽活動の経験を経て気づいたことに
ついて自由に記述して下さい」の自由記述では、
「子どもの姿は自分たちの鏡である」「子どもが
こんなに素直に感情表現をするとは思わなかっ
た。子どもが飽きない選曲や演目を事前に考え
ておきたい」「子どもがもっと主体的になれる
ようリズム打ちやボディーパーカッションなど
を加えていきたい」などの意見があり、子ども
の実態、音楽会のプログラム、具体的な演目の
内容等について多くの気づきを得ていた。また、
「音楽活動全体を通しての感想を自由に記述し
て下さい」の記述では、「幼児に対して話しか
ける声スピードや高低差を意識することが大切
である」「子どもの反応を見ながら進行するこ
とは保育者になるためには必要である」「自分
達の動きを把握することで精いっぱいであった
が、子どもをイメージしながら計画していきた
い」などの意見があり、保育や教育における技
術面、子どもを主体とした学びを展開するため
の計画面等についての気づきが窺えた。
②保護者対象のアンケートの調査結果について
「今回の学生講師による音楽活動は楽しめま
したか」の質問項目では、とても楽しかった６
名、やや楽しかった２名、あまり楽しかった０
名、楽しくなかった０名の結果であり、音楽会
とクリスマスパーティーを通しての活動に満足
してくれていたことが窺える。次に、「また機
会があれば学生による音楽会に参加してみたい
ですか」の質問調査項目では、是非参加したい
６名、参加したい２名、あまり参加したくない
０名、参加したくない０名の結果であり、音楽
会参加へ高い意欲を示していた。次に、「演奏
時間や曲目については満足いただけましたか」
の質問調査項目では、とても満足４名、やや満
足４名、やや不満０名、不満０名という結果で
あった。また、この項目の自由記述の欄では、
以下のような意見があった（原文まま）。
・親しみのある曲が多く、鈴を使って楽しく参
加できました。「Believe」は涙が出てしま
いました。
・知っている曲があったり、季節の歌があった
り良かったです。ピアノの生演奏も良かった
です。
・もう少し子ども達の知っている歌や手遊びが
あると良いです。
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・子どもにも分かり易い曲目で良かったです。
　長い曲でないので子どもも飽きずに聴いてい
られた。
このように、生演奏の良さや適切な選曲に対
しする意見があり、一方で手遊びなどをもう少
し取り入れた演奏会を希望する意見があった。
次に、「学生の様子についてお気づきの点があ
れば教えて下さい」の自由記述では、以下のよ
うな意見があった（原文まま）。
・子どもが好きなことが凄く伝わってきまし
た。
・笑顔が良かったです。
・緊張している様子でしたが、一生懸命さが伝
わりました。学生さんも楽しそうでよかった
です。
・ティータイムに入ってからの学生さん達が、
とても生き生きと子ども達と接して下さり良
かったです。子ども達もとても楽しそうでし
た。全体でやるときは、緊張していたかな？
もっと元気に思い切りできたらもっと良かっ
たです。
このように、学生の実践に対する姿勢を見て
温かく見守って下さり、「もっと元気に思い切
りできたらもっとよい」などの激励の言葉が
あった。
次に、「今回の活動を受けての感想を自由に記
述して下さい」の自由記述では、以下のような
意見があった（原文まま）。
・子どもと歌を聴く機会はなかなか持てない
で、とてもいい機会でした。子どもが終始緊
張していたのが残念でしたが、親としては楽
しめました。有難うございました。
・とても良かったです。子どもを可愛がって下
さり、嬉しかったです。椅子でないのも良
かったです。自由に動けて楽しめました。３
歳児なので11時開始ではお腹が空いてしまい
ました。もう少し早い方が良かったです。
・時間通りに始めて欲しかったです。開始時間
に対して集合時間を記載するなどの工夫をし
て、時間を守るのは大切だと思います。子ど
も達の前で話したり何かしたりする人は、
もっと元気に振り切ってやったら良いと思い
ます。学生さんに恥ずかしさが残っていると
みているこちらが恥ずかしくなってしまいま
す。頑張れ。トップスが白、ボトムスが自由
というみなさんの服装、良かったです。統一
感も個性も両方感じられました。せっかく
なので、歌詞を配布して下さると良かったで
す。メロディーは知っているので、せっかく
なので一緒に歌えたらもっと良かったです。
プレゼント、保護者にも有難うございまし
た。純粋に嬉しかったです。可愛くてとても
良かったです。
 頑張ってもらいたくてたくさん書いてしま
いました。すみません。とても楽しい一時
を過ごすことができました♪有難うござい
ました。応援しています！頑張って下さい
ね！！！
このように子どもと共に音楽の生演奏を聴く
機会を望む意見、椅子ではなく床にマットを敷
き子どもが自由に動ける環境を整えたことに対
する意見、開始時間を守ることや人前で表現す
る際の表情や態度に対する助言、そして、保護
者の方も子どもと一緒に歌えるよう歌詞を配布
したりすることへの助言があった。いずれの意
見も大変貴重で今後の活動に参考になるものば
かりであり、実践者側からはなかなか気づきに
くいことを参加者の視点から指摘して頂き、改
善点を見出す貴重な情報を得ることが出来た。
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Ⅴ．おわりに
本研究では、音楽教育における AL を用いた
実践について事例研究を行った。その中で指導
計画書を考察し、アンケート調査を学生と保護
者に実施し考察した。そうすることで、本来消
えてしまう音楽実践を記録することができ、学
生が実践後どのように変容したかについて記述
面から捉えることができた。実践後のアンケー
トでは、「今後の活動ではもっと早い段階で計
画書を書き見通しをもった実践にしていきた
い」という記述があり、実践前と後では計画面
において学生が変容していることが一例として
捉えることができた。また、活動の振り返りを
行うと、実践開始段階では、実践者が入学した
ばかりの 1 年次生であり、指導計画書を書くこ
とや人前で演奏する経験があまりないことに不
安を抱える者も多数いた。しかし、音楽好き、
子ども好きの仲間と協同して最後まで粘り強く
実践の計画を改善し、準備に時間をかけ実践を
成し遂げていたことが印象的である。また、今
回の活動を通して音楽教育の指導法の在り方に
ついてみつめ返すと、音楽教員は、幼児・児童
の対象年齢の発達の特徴、子どもの音域、音楽
会の構成など専門的な点について活動の枠組み
を早い段階で示し、学生が主体的に学び創造的
になれるよう教育環境を整備することが重要で
あろう。そして、教員は、学生のガイド役とし
て傍から見守り、学生がより良い方向に向える
よう導いていく指導が肝要であると再認識する
ことができた。くだけた言い方で言い換えると、
「専門的な視点を示し、出過ぎず引っ込み過ぎ
ず関わり過ぎず」の指導である。
本実践研究では、音楽実践のプロセスを報告
し、どのような AL であるかについて類型を記
すことができたが、プロセスを可視化するまで
には至らなかった。今後は、プロセスの可視化
を目指し、学生の変容を的確にとらえる形成的
評価の研究・考察を課題としたい。
最後に、AL を取り入れた音楽実践の活躍の
場は、社会福祉や教育の現場など多種多様に広
がって行くであろう。今後も音楽教育において
必要不可欠である実践研究について探求し学生
教育に還元していく所存である。
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